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第２章 上位･関連計画                       

本市の合併後に策定された県及び市の道路･交通関連の計画を把握し、当該各計画に示されてい

る方針、方向性、整備箇所や整備優先度等の計画内容、調査内容など、各計画の具体性のレベル

に応じて、本計画の検討において踏まえるべきポイントを抽出し、有用な情報を整理する。 

 

２.１ 各計画の位置付け 

県及び市においてこれまでに策定された上位･関連計画と各計画（一部関連する調査を含む）間

の関係を下図に示す。 

 

 

図 2-1 上位･関係計画の策定フローと各計画間の関係 

安曇野市 第１次安曇野市総合計画（基本構想 後期基本計画） 

長野県総合５か年計画 2013～しあわせ信州創造プラン～  

安曇野市 

幹線道路整備計画 

（平成 23年 10 月） 

安曇野市都市計画マスタープラン 

（平成 22年 11 月） 

安曇野市 

歩道･自転車道ネットワーク整備計画 

（平成 24年 3月） 

松本都市圏総合都市交通計画 

（平成 23年３月） 

 

 

   

松本都市圏総合 

都市交通体系調査 

（平成 20～21 年度） 

道路整備事業実施計画 

都市計画道路の見直し 

（平成 24年 2月） 

長野県新総合交通ビジョン 

（平成 25年３月） 

 

 

   

自転車･歩行者 

交通量調査 

（平成 24年度） 

  

  

自転車･歩行者 

交通量調査 

（平成 23年度） 

長
野
県 

安
曇
野
市 

安曇野市地域防災計画（平成 25年度修正） 

 

道路整備主要か所 

（平成 25年３月） 
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２.２ 長野県の計画等 

2.2.1 長野県総合 5 か年計画 2013～しあわせ信州創造プラン～ 

長野県総合 5か年計画 2013 では、将来像を県民と共有し、共に創りあげるための方向性や方

策を明らかにしている。特に道路関係については以下のような記述（ポイントを波線で明示）

がある。 

 

５ 社会基盤 

５－１ 

高速交通・情報通信ネットワークの充実 

高規格幹線道路、地域高規格道路の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 

快適で暮らしやすいまちづくり 

公共交通網の確保 

暮らしを支える道路網の整備 

 

 

施策の展開 

◆高規格幹線道路、地域高規格道路の整備 

○上信越自動車道の４車線化とともに、中部横断自動車道や中部縦貫自動車道、三遠南信自動車道

の整備を促進します。 

○地域高規格道路松本糸魚川連絡道路の整備に向けた取組を進めます。 

 

施策の展開 

◆公共交通網の確保 

○観光客が移動する際の利便性の向上のため、主要な鉄道駅と観光地を結ぶバス路線の確保や案内
機能の強化、乗り継ぎの円滑化の促進などに取り組みます。 

○公共交通機関の利用拡大のため、パークアンドライド、ノーマイカー通勤などを促進します。 

 

◆暮らしを支える道路網の整備 

○国道 18 号、19 号、20 号、148 号、153 号、158 号など国が進める道路の整備を促進します。 
○新幹線駅や高規格幹線道路等と県内の主要都市とのアクセス機能を向上させる道路の整備に向
けて取り組みます。 

○イライラ・ハラハラ箇所をはじめとする交通渋滞や危険箇所の解消等により、物流の円滑化・観
光地へのアクセス・周遊機能の向上など長野県の経済を支える幹線道路網、快適な暮らしを支え
る生活道路の整備を推進します。 

○道路施設を適切に維持・管理することにより、安全で快適な道路交通を確保します。 

○歩道の整備や交差点の改良などにより、通学路等の安全対策を推進します。 

 

施策の基本方向 
◇県民の快適な暮らしと観光客等の円滑な移動を支えるため、鉄道・バスをはじめとした公共交通
の確保に取り組みます。 

◇地域の暮らしや産業を支える道路網の整備を進めます。 

施策の基本方向 

◇北陸新幹線やリニア中央新幹線、高規格幹線道路等の整備を促進するとともに、これらの高速交

通網を活かし、本県を中心とした本州中央部における大規模な交流圏域の形成を進めます。 

 



2-3 

2.2.2 長野県新総合交通ビジョン（平成 25 年３月策定） 

 長野県新総合交通ビジョンでは、県が目指す交通の将来像として以下の３つを掲げ、それらの

実現に向けて、県が取り組むべき施策の方向を提示している。 

 ・将来像１ 長寿社会の確かな暮らしを支える地域交通の確保 

 ・将来像２ 交流の結節点“信州”を快適につなぐ移動環境の形成 

・将来像３ 東日本と西日本、太平洋と日本海を結び海外へと広がる「本州中央部広域交流 

圏（仮称）」の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長野県新総合交通ビジョン（ポイントを赤枠で明示） 

図 2-2-1 「将来の暮らしを支える地域交通」のイメージ 



2-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長野県新総合交通ビジョン（ポイントを赤枠で明示） 

図 2-2-2 「交通ネットワークの充実」を示す図 
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2.2.3 松本都市圏総合都市交通計画（平成 23 年 3 月策定） 

松本都市圏総合都市交通計画では、平成 20 年度に実施した交通実態調査（パーソントリップ

調査）の結果等を踏まえて、現況の都市圏交通実態を分析し、将来交通体系や将来道路網など、

都市圏の将来像をまとめている。 

 

（１）現況の都市圏交通実態 

交通手段分担率をみると、松本都市圏は長野都市圏に比べ、徒歩や自転車利用の割合が少な

いことが分かる。中でも本市は同都市圏内の市（松本市･塩尻市）の中で、最もその割合が少な

く約 17％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車通勤者を対象にした意識調査では、回答者の８割近くが今後自動車以外の手段による

通勤に関心を示す中、公共交通利用の課題として、特に鉄道の場合、「歩きやすいみち」や「自

転車で走りやすいみち」への改善を求める人の割合が比較的大きくなっている。 

また観光面では、複数の観光地を巡る回遊型行動が多く、自動車が主な移動手段となってい

る一方、観光地の公共交通の利便性の向上や観光レンタサイクルなどの要望も挙げられている。 

＜松本都市圏＞ 

＜交通手段分担率（全年齢）＞ 

資料：松本都市圏総合都市交通計画（一部加工してポイントを赤枠で明示） 

図 2-3-1 交通手段に関する現状の指標 

＜市町村別代表交通手段分担率＞ 
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（２）都市圏の将来像 

（１）に示す実態も踏まえ、基本方針では、幹線道路の整備も行いながら、車から他の交通

手段への転換促進を含め、望ましい交通体系を構築することとしている。以下に都市圏の将来

像として、その実現に向けての主な取り組みと次ページに将来道路網を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松本都市圏総合都市交通計画 

図 2-3-2 総合都市交通計画（主な取り組み） 
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※資料：松本都市圏総合都市交通計画（安曇野市の範囲を赤枠で示す） 

図 2-3-3 将来道路網（広域幹線道路･幹線道路ネットワーク） 
注）上段枠内の「ラダー型交通網」とは、梯子状の道路網を意味する。 

国営アルプス 

あづみの公園 

（主）安曇野インター 
堀金線 安曇野 IC 
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※新規路線でルートが未確定

の区間については、おおよそ

のルートを大きな丸の破線

で表示している。 
 

2.2.4 長野県の道路整備計画箇所等 

道路整備に関して、平成 25 年 3月に策定された長野県総合５か年計画の「道路整備主要か所

一覧表（全体事業費が 5億円以上と見込まれるもの）」に記載の事業及び「平成 26 年度 主要な

事業箇所」（安曇野建設事務所資料）に示された事業の整備計画区間又は交差点を図化し、国道

19 号の事業箇所（明科駅前歩道整備）を加えて下図に示す。 

図 2-4 県道等※における既存の道路整備計画箇所等 
※国道及び県管理の国道を含む 
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２.３ 安曇野市の計画 

2.3.1 第 1 次安曇野市総合計画 基本構想 後期基本計画（平成 25 年 3 月策定） 

第１次安曇野市総合計画では、将来の都市像として、「北アルプスに育まれ 共に響き合う田

園産業都市 安曇野」を掲げており、その目標を達成するために安心・安全快適なまちの形成が

必要とし、特に道路については以下のような記述（ポイントを波線で明示）がある。 

 

第４章 安全・安心・快適なまちの形成 

 

 
秩序あるまちづくりの推進 

具体的な施策 

① 計画的なまちづくりの推進 

安曇野の豊かな自然環境や景観、歴史・文化を守りつつ、暮らしやすさと産業発展のバランス
が取れた田園産業都市づくりを進めるため、土地利用制度を構成する国土利用計画をはじめ、都
市計画マスタープラン、土地利用基本計画、景観計画を基本として、秩序ある土地利用を市民と
の協働により推進し、生活基盤や経済基盤などの整備を図りつつ、均衡ある発展と適正かつ合理
的な土地利用に努めます。 

また、本市の「適正な土地利用に関する条例」及び「安曇野市土地利用基本計画」に基づく秩
序ある土地利用を推進し、既存市街・集落周辺への集約重視のまちづくりを進めます。 

 

② 市街地の整備 

  都市計画道路の整備、土地区画整理事業の実施、市街地排水路の改修などを進めます。 

 

具体的な施策 

① 幹線道路の整備 

国道や県道をはじめ幹線道路の機能的な道路整備を進め、効果的・効率的な整備を進めます。 

  また、市内外や交通拠点を結ぶ国道、主要地方道、県道の改良・整備を要望します。 

 

② 生活道路の整備 

  路線毎の実情に合った整備手法の検討により、効率的な道路整備を実施して、道路改良及び舗
装率の向上を目指します。 

  また、整備路線の選定については、公共性の高い路線を優先的に選定して整備を進めます。 

 

③ 除雪対策 

  積雪時の交通や歩行者の安全を確保するために、除雪活動を地域住民と協力して行うととも
に、効率的な除雪作業を進めます。 

利便性の高いまち 
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※資料：安曇野市都市計画マスタープラン（一部加工） 

図 2-5-1 20 年後を見据えたまちづくり構想図 

市内交通の南北の骨格として機能強化を図

る路線（南北軸） 

 

 

市内交通の東西の骨格として機能強化または

新規整備を図る路線（東西軸） 

 

 

 

 

新庁舎を中心に、東西南北の路線を介して、

５つの拠点市街をつなぎ、市全体の都市機能 

の補完･連携を図る路線（循環軸） 

 

 

 

 

広域交通の基幹軸として有効活用する路線 

 

 

 

 

観光･レクリエーション拠点をつなぎ、歩行者や

自転車が安全･便利で、美しい景観を満喫で

きる路線（回遊軸） 

 

 

 
新規の広域路線として検討されている「高規

格道路」 

 

 

 

2.3.2 安曇野市都市計画マスタープラン（平成 22 年 11 月策定） 

（１）まちづくり構想 

安曇野市都市計画マスタープランのまちづくり構想では、下図のとおり「市内交通の東西又

は南北の骨格として機能強化を図る路線」や「観光･レクリエーション拠点をつなぎ、歩行者や

自転車が安全･便利で、美しい景観を満喫できる路線」等を示すとともに、今後の都市施設整備

において、「快適な遊歩道･サイクリング道路ネットワークの構築」を重点的な取り組みの一つ

に掲げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔北北西西部部地地域域〕〕  

  

  

〔〔北北東東部部地地域域〕〕  

  

〔〔中中部部地地域域〕〕  

  

  
〔〔南南部部地地域域〕〕  

  

  

地地域域区区分分 
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※資料：安曇野市都市計画マスタープラン（ポイントを赤字で明示） 

図 2-5-2 地域別のまちづくり構想 

（２）地域別構想 

全体構想を踏まえてより詳細に示された地域別構想の概要は以下のとおりである。道路整備

に関する記述部分は赤字で示す。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

【【南南部部地地域域】】  
松松本本市市へへのの近近接接性性やや市市街街地地内内のの都都市市施施設設

をを活活かかしし、、居居住住性性にに優優れれたた地地域域づづくくりり  
  

①①土土地地利利用用のの方方針針 
・・平坦地で比較的大規模なまとまり

のある田畑、南西の傾斜地に展開

している果樹園など優良な農地

の保全  

・・農地への無秩序な宅地開発の拡散

抑制  

・・居住需要に応えるための新たな住 

宅団地の計画的な整備、適正な場所への開発誘導  

・・市街地内における用途の混在回避  

・・市街地の居住機能の向上に資する駅周辺への商業店舗の誘

導･集約  

・・都市基盤の整った既存の工業団地･産業団地の拡張  
 

②②都都市市施施設設整整備備のの方方針針 
・・市街地内の複雑な道路形状の改良  

・・松本方面に通じる交通量の多い主

要幹線道路（旧国道 147 号･広域

農道など）の歩道･自転車道の整

備･改良  

・・鉄道利用の促進を図るための駅 

（中萱駅･一日市場駅･梓橋駅）周  

辺の整備、乗換機能の強化（駐車場や駐輪場の整備など）  

・・それぞれに特色を有する３つの大規模公園の機能強化 
 

 

【【中中部部地地域域】】  
都都市市機機能能のの集集積積をを活活かかしし、、住住むむ人人、、働働くく

人人、、訪訪れれるる人人のの多多様様ななニニーーズズにに応応ええらられれ

るる地地域域づづくくりり  
  

①①土土地地利利用用のの方方針針 

・・良好な田園風景（大規模な優良農

地や屋敷林のある集落）の保全  

・・市の中心的な業務地区として、新

庁舎（建設予定）、県安曇野庁舎、

警察署、消防署、総合病院、近代

美術館などの公共施設が集中し

ている地区への都市機能の集積  

・・防災機能の強化や賑わい創出を図るための密集市街地にお

ける土地区画整理や街路整備などの事業の促進  

・・既存の工場拡張や新たな事業用地の確保に際しての迅速な

対応と環境への配慮の両立 
 

②②都都市市施施設設整整備備のの方方針針 
・・新庁舎を核に、業務地区としての

機能や利便の向上に資する道路

の整備･改良  

・・通勤･通学の主な動線となる道路

の安全性向上のための整備･改良 

・・高速道路 I.C.、駅など、来訪者の 

玄関口となる空間の魅力を高めるための整備 

・・災害時における主要な緊急輸送路の機能強化 

・・市街地内の生活に身近な公園･緑地の整備  

【【北北西西部部地地域域】】  
安安ららぎぎののああるる森森林林空空間間、、歴歴史史･･文文化化のの香香りり

漂漂うう雰雰囲囲気気をを活活かかしし、、観観光光･･交交流流のの魅魅力力にに

ああふふれれるる地地域域づづくくりり  
  

①①土土地地利利用用のの方方針針  
・・西山山麓の森林保全と観光･保養

のための有効活用  

・・散在する白地農地における無秩序

な宅地開発の抑制  

・・幹線道路沿いなど郊外への開発の

拡散防止 

・・市街地内の空地や農地への計画的な開発誘導による土地利

用の促進 

・・良好な環境を求める業種業態（企業の研究･開発部門など） 

のニーズにも対応できる産業用地の確保 
 

②②都都市市施施設設整整備備のの方方針針 
・・交通が集中する市街地内の幹線道

路の移動円滑化･安全性向上のた

めの整備･改良  

・・良好な景観や各所に点在する観光

資源を安全･快適に回遊して楽し

める動線の整備  

・・観光拠点となる駅などにおける情報提供機能の強化 

・・市街地居住の魅力の向上や防災に資する機能の充実した公

園･緑地の整備  

 
 

 

【【北北東東部部地地域域】】  
ききれれいいなな水水やや変変化化にに富富んんだだ地地形形をを活活かか

しし、、水水辺辺やや森森林林のの魅魅力力とと親親ししめめるる地地域域づづ

くくりり  
  

①①土土地地利利用用のの方方針針  
・・森林･河川の自然環境や平坦地に

広がる優良な農地の保全  

・・土砂災害や水害の災害危険性など 

立地条件を踏まえた計画的な宅

地誘導 

・・駅を中心とした市街地への商業店 

舗の集約、田園地帯の良好な景観と調和しない沿道店舗の

立地抑制  

・・既存の工業団地における工場集積の維持、地域資源を活用

した新たな産業用地の確保 
 

②②都都市市施施設設整整備備のの方方針針 
・・東の玄関口となる明科駅周辺の整

備による交通拠点機能の強化  

・・地域の基幹軸となる国道 19 号の

歩道整備、交通が集中する交差点

の改良  

・・各所に点在する観光施設やレクリ 

エーション施設などへの分かりや 

すい案内･誘導  
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（３）都市施設整備の基本方針 

都市施設整備に方針では、主な分野の重点的な取り組みの一つに「道路網･交通体系の構築」

が位置付けられている。 
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※ユニバーサルデザインとは、年齢、性別、身体的状

況、国籍、言語、文化、知識、経験などの違いに関

係なく、誰もが使いやすく、わかりやすく、使い方

の間違いが少ないデザインのことをいいます。 

※資料：安曇野市都市計画マスタープラン（ポイントを赤枠で明示） 

図 2-5-3 都市施設整備の基本方針：安曇野市都市計画マスタープラン 
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2.3.3 安曇野市幹線道路整備計画（平成 23 年 10 月策定） 

安曇野市幹線道路整備計画では、幹線市道網の各路線及び区間の評価を行うとともに、基本

方針を定めて、定量的かつ客観的に整備の優先順位を示している。その図を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）凡例の補足 

・「都決幅員」とは都市計画道路決定幅員を意味する。※2-16 ページ参照 

・「パターン 1」～「パターン 3」の各幅員は左図に示すとおり。 

※資料：安曇野市幹線道路整備計画 

図 2-6 優先整備順位設定の結果 
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※資料：安曇野市歩道･自転車道ネットワーク整備計画 

図 2-7 歩道･自転車道の重要度の高い路線又は区域 

あづみ野やまびこ自転車道 

2.3.4 安曇野市歩道･自転車道ネットワーク整備計画（平成 24 年 3 月策定） 

安曇野市歩道･自転車道ネットワーク整備計画では、生活、観光、まちづくりの３つの視点か

ら歩道・自転車道の機能を強化すべき路線及び区域を見いだし、既存の各種道路計画等を勘案

して、整備優先度を示している。その図を下図に示す。 
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2.3.5 都市計画道路（平成 24 年 2 月変更） 

平成 24 年 2 月の豊科都市計画道路の見直し後の本市の都市計画道路を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※資料：安曇野都市計画図 

図 2-8 現在の都市計画道路 
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2.3.6 安曇野市の道路整備計画箇所 

本計画の検討対象路線の市道において、平成 27 年度から平成 29 年度までの３カ年の道路整

備実施計画に位置付けられている事業を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 市道における既存の整備計画箇所 
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＜参考＞特定交通安全施設等整備事業の実施計画指定道路 

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律第５条第１項に基づいて、県及び市が策定した

特定交通安全施設等整備事業の実施計画の指定道路（平成 24 年度改訂版）を下図に示す。 

 

図 2-10 特定交通安全施設等整備事業による歩道整備計画箇所 
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2.3.7 安曇野市地域防災計画 

安曇野市地域防災計画に示されている県指定の震災対策緊急輸送路※（以下単に「緊急輸送

路」という。）、拠点ヘリポート、緊急告示医療機関等、本計画に関連する災害対応上の主要な

施設を下図に示す。 

 

 

国営アルプスあづみの公園事

務所は、平成 26年 7月に陸

上自衛隊第 12旅団と「災害

時等の国営公園の占用に関

する協定」に基づき申し合わ

せ書を締結している。 

図 2-11 災害対応上の主要な施設 

   

※「震災対策緊急輸送路」として位置付けられている路線 

：長野自動車道、国道 19 号、国道 143 号、国道 147 号、国道 403 号、県道 51 号(主要地方道大町明科線)、県道 57 号(主

要地方道安曇野インター堀金線)、県道 315 号(一般県道波田北大妻豊科線)、安曇広域農道（一部市道を含む） 

〈補足〉本市を含む松本圏域の災害拠点病院は信州大学医学部附属病院（松本市旭 3-1-1） 

 

 

 


